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１ ． 我 が 国金融制度     に 関 するこれまでの       規制  とその   考 え 方

１．我が国金融制度に関するこれまでの規制とその考え方

• 専門性・分業制（縦割りの業規制）

他業リスクの排除（金融機関の健全性）

本業専念による効率性の発揮

銀行による利益相反取引、優越的地位の濫用の防止等

• 複線的金融システムの構築（「金融システムと行政の将来ビ
ジョン」2002年）

3



２．金融を取り巻く環境の変化

• 新しい金融商品・サービスの登場

• 金融業務のアンバンドリング、リバンドリング

• デジタル化、ＡＩの進展等の技術革新

• 他業態（非金融）からの参入
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３ ． 我 が 国金融制度     の 未来像 

３．我が国金融制度の未来像

• 金融の機能面に着目した横断的な法体系
（1998年 新しい金融の流れに関する懇談会「論点整理」）

• 金融システムの安定、金融の円滑、市場の公正性・透明性、市場の活力、
利用者保護、利用者利便

• ルールベース、プリンシプルベース

• 預金者保護
ナローバンク
コアバンク（「日本再生と持続的成長に寄与する金融システム改革に向けて」

（2024年 日本経済調査協議会））
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４．今後の金融行政のあり方

• 事前規制と事後規制

• 金融当局のキャパシティ

• 金融機関の自己規律 

顧客本位の業務運営

6


	デジタル化などの進展によってもたらされる我が国金融システムの未来像
	目次
	１．我が国金融制度に関するこれまでの規制とその考え方
	スライド番号 4
	３．我が国金融制度の未来像
	スライド番号 6

